
ダムが無いときの水位は
2.05m（推定)です

実際の水位は
1.72mです。

約 0.33 ｍの
水位低減効果が
ありました

津川ダム洪水調節による治水効果（吉井川水系・津川川） 令和６年７月豪雨
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津川ダム

位置図 〇梅雨前線による降雨のため、津川ダム地点では、
6月30日20時頃から雨が降り始め、7月2日19時頃
までに累計雨量が163ｍｍに達した。

〇津川ダムへ34.0m3/s流入時(最大流入)に
19.6m3/sをダムへ貯水し、下流への放流量を
約42.4%に軽減。

〇これにより、ダム下流の地点において約0. 33mの
水位低減効果を発揮。
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流入・放流状況 令和6年6月30日～7月2日

津川ダム下流地点
水位低減効果
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最大流入量34.0m3/s 
最大放流量19.6m3/s
約42.4%に放流量を軽減
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